
定例会議の開催結果
第１ 日時

令和７年12月18日（木）午後３時30分～午後５時20分

第２ 出席者

１ 公安委員会側

竹山委員長、細江委員、岸田委員

２ 県警察側

本部長、警務部長、生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長、首席監察官

情報通信部長、総務課長

第３ 議事の概要

１ 報告事項

⑴ 令和８年和歌山県警察年頭視閲式の実施について

警務部長から、令和８年和歌山県警察年頭視閲式の実施について報告があった。

⑵ 警察に対する苦情申出と処理状況（令和７年11月中）

警務部長から、警察に対する苦情申出と処理状況について報告があった。

⑶ 和歌山県の犯罪情勢（令和７年11月末暫定値）

生活安全部長から、和歌山県の犯罪情勢について報告があった。

⑷ 「110番の日」の広報啓発活動の実施について

生活安全部長から、「110番の日」の広報啓発活動の実施について報告があった。

⑸ 特殊詐欺事件等検挙状況について（令和７年11月末現在）

刑事部長から、特殊詐欺事件等検挙状況について報告があった。

⑹ 鑑定における不正を防止するための対策について

刑事部長から、鑑定における不正を防止するための対策について報告があった。

⑺ 交通事故発生状況等（令和７年11月末）

交通部長から、交通事故発生状況等について報告があった。

⑻ わかやま冬の交通安全運動の実施結果について

交通部長から、わかやま冬の交通安全運動の実施結果について報告があった。

⑼ 飲酒集中取締期間の結果について

交通部長から、飲酒集中取締期間の結果について報告があった。

⑽ 警察職員等の特別派遣について

警備部長から、警察職員等の特別派遣について報告があった。

各部長の報告後、竹山委員長から、
先日の懲戒処分等に関して、引き続き、再発防止に取り組んでいただくとともに、

職員の士気が低下しないように配慮していただきたいと思います。
旨の発言があった。



細江委員から、
先日の懲戒処分等に関して、処分を行ったら終わりというのではなく、これらの事

案を教訓として、今後の非違事案防止の取組に活かしていくことが重要であると思い
ます。

旨の発言があった。

岸田委員から、
先日の懲戒処分等に関して、非違事案防止に向けた対策を、今一度、全ての職員に

浸透するように行うことも必要であると思います。
和歌山県の犯罪情勢や交通事故発生状況等について報告がありました。これらの数

値の増減に関して、その背景の分析を引き続き行い、今後、必要な諸対策を講じてい
ただくようにお願いします。

旨の発言があった。

２ 決裁事項・専決処理事項等報告
⑴ 監査報告及び監査の結果に基づき講じた措置について（橋本警察署、かつらぎ警察署、
岩出警察署及び有田湯浅警察署）
監査報告及び監査の結果に基づき講じた措置について報告があり、審議した結果、原

案どおり決定した。

⑵ 犯罪被害者等給付金の支給裁定申請の受付について
犯罪被害者等給付金の支給裁定申請の受付について報告があった。

⑶ 特定秘密及び重要経済安保情報の保護措置等の実施状況について
特定秘密及び重要経済安保情報の保護措置等の実施状況について報告があり、審議し

た結果、原案どおり決定した。

⑷ 公安条例事務取扱状況報告
公安条例事務取扱状況について報告があった。

⑸ 警察職員等の援助要求について
警察職員等の援助要求について報告があり、審議した結果、原案どおり決定した。

⑹ 保有個人情報開示請求書の受理及び開示決定通知について
保有個人情報開示請求書の受理及び開示決定通知について報告があり、審議した結果、

原案どおり決定した。

⑺ 苦情申出の受理等について
苦情申出の受理等について報告があり、審議した結果、原案どおり決定した。

⑻ 苦情申出の受理について（２件）
苦情申出の受理について報告があった。

⑼ 運転免許の行政処分について
運転免許の行政処分について報告があり、審議した結果、原案どおり決定した。


